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季
節
は
ま
た
た
く
間
に

移
り
、
前
号
発
行
の
三
月

の
春
か
ら
早
や
夏
に
な
り

ま
し
た
。

当
会
の
活
動
は
順
調
に
進
み
、
会
員
数

は
二
四
〇
名
を
突
破
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
四
月
に
定
期
総
会
、
五
月

に
探
訪
会
、
六
月
に
は
運
営
委
員
会
を
開

き
ま
し
た
。

運
営
委
員
会
で
は
会
報
編
集
委
員
会
に

加
え
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員

会
、
関
係
団
体
調
査
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委

員
会
、
活
動
の
企
画
立
案
の
企
画
委
員
会

の
四
つ
の
常
設
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し

ま
し
た
。

運
営
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
叡
智
を
結
集

し
て
岡
山
歴
研
の
活
動
を
充
実
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
に
は
、
山
田
方
谷
さ
ん
の
足
跡
を
辿

る
高
梁
・
新
見
方
面
の
探
訪
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
の
全
国
歴

研
、
吉
備
の
国
岡
山
大
会
に
続
い
て
奥
州

白
河
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

当
会
発
展
の
た
め
に
今
後
と
も
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
会
長　

天
野
勝
昭
）

歴
研

展
望

今
年
の
定
期
総
会
を
四
月
三
〇
日
、
山

陽
新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

二
五
〇
名
が
参
加
。
総
会
に
続
い
て
記
念

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

ま
ず
、
天
野
会
長
が
開
会
の
挨
拶
で
、
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今
こ
そ
　
方
谷
さ
ん
に
学
べ
！

昨
年
は
秋
の
全
国
大
会
が
成
功
裏
に
終
わ

り
、
岡
山
歴
史
研
究
会
の
地
歩
を
固
め
る

貴
重
な
年
に
な
っ
た
と
力
説
。
今
後
は
防

災
対
策
も
加
え
た
都
市
作
り
が
必
要
。
そ

の
点
も
踏
ま
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
歴

会
員
、
能
勢
初
枝
氏
︻
写
真
下
︼
に
自

著
を
基
に
「
も
う
ひ
と
つ
の
平
家
物
語
～

安
徳
天
皇
は
生
き
て
い
た
」
の
講
演
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
発
端
は
一
通
の
遺
書
が

江
戸
末
期
、
大
阪
の
北
端
、
能
勢
で
見
つ

か
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
よ
る
と
壇
ノ
浦
で

入
水
し
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
安
徳
天
皇

が
生
き
な
が
ら
え
て
摂
津
の
国
、
能
勢
ま

で
逃
げ
て
き
た
と
書
い
て
あ
っ
た
。

彼
女
は
そ
れ
を
紐
解
き
、
平
家
物
語
に

書
か
れ
た
安
徳

天
皇
の
姿（
髪
）

に
二
つ
の
矛
盾

し
た
記
述
が
あ

る
こ
と
か
ら
身

史
を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
提
起
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
の
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
そ
し
て
今
年
度
の
活
動
内
容
、
予
算
、

十
八
名
の
新
役
員
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。
今
年
の
事
業
は
探
訪
会
三
回
、
会

報
三
回
発
行
、
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
、
岡

山
県
内
の
歴
史
関
係
団
体
調
査
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
等
で
あ
る
。

記
念
講
演
　
能
勢
初
枝
氏代

わ
り
は
事
実
で
あ
ろ
う
と
説
明
し
た
。

安
徳
天
皇
が
壇
ノ
浦
で
入
水
し
な
か
っ
た

と
い
う
伝
説
は
全
国
各
地
に
あ
る
が
、
文

書
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
大
阪
府
能
勢

町
だ
け
と
の
こ
と
。

奥
州
白
河
大
会
の
ご
案
内

十
月
十
九
日
～
二
十
一
日

全 国 大 会 

記事、第６面

定期総会

定期総会

安
徳
天
皇
は
生
き
て
い
た

二
五
〇
名
、
総
会
、
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
討
論
に
参
加

▲総会で挨拶する天野会長（右から 3人目）
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哲
人
3

3 

山
田
方
谷
を
語
る

を
学
ぼ
う
と
す
る
動
き
が
地
元
岡
山
を
は

じ
め
全
国
へ
広
が
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
陽

明
学
者
、
漢
学
者
、
漢
詩
人
、
財
政
家
、

政
治
家
、
教
育
者
な
ど
、
多
く
の
顔
を
持

つ
方
谷
の
人
間
形
成
は
ど
の
よ
う
に
し
て

な
さ
れ
た
の
か
、
根
本
思
想
は
な
に
か
、

自
己
規
律
は
何
か
等
、
色
々
の
面
か
ら
方

谷
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
山
田
方
谷
に
一
番
魅
せ
ら
れ
る

点
、
一
番
伝
え
た
か
っ
た
点
に
つ
い
て
四

人
に
改
め
て
書
い
て
い
た
だ
い
た
。

江
戸
末
期
の
松
山
藩
（
高
梁
市
）
の
財

政
再
建
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
山

田
方
谷
に
つ
い
て
「
山
田
方
谷
に
学
ぶ

会
」
の
渡
辺
道
夫
代
表
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
し
て
会
員
の
網
本
善
光
氏
、
加
古

一
朗
氏
と
「
方
谷
さ
ん
を
広
め
る
会
」
応

援
連
絡
会
の
田
中
里
味
氏
の
四
人
で
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
っ

た
。激

動
の
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

活
躍
し
た
山
田
方
谷
の
思
想
や
改
革
手
法

パ ネ ル

ディスカッション

渡
辺
道
夫
氏
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
）

【
方
谷
に
一
番
魅
せ
ら
れ
て
い
る
点
】

山
田
方
谷
（
文
化
２
（
１
８
０
５
）
年

～
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
）
は
、
幕
末

の
儒
者
の
中
で
、
春
日
潜
庵
と
並
び
称
さ

れ
る
著
名
な
陽
明
学
者
で
す
。
方
谷
は
、

国
事
に
奔
走
し
た
罪
で
安
政
の
大
獄
に
連

座
し
た
春
日
潜
庵
を
助
け
ま
し
た
（
藩
主

板
倉
勝
静
を
通
じ
て
赦
免
に
尽
力
）
が
、

潜
庵
が
こ
れ
を
知
っ
た
の
は
随
分
と
後
の

こ
と
で
、
潜
庵
は
、「
方
谷
こ
そ
恩
を
売

ら
な
い
真
の
友
だ
」
と
述
懐
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
方
谷
は
、
そ
の
著
『
理

財
論
』
の
中
で
、「
義
を
明
ら
か
に
し
て

利
を
計
ら
ず
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
は

現
実
生
活
の
中
で
、
常
に
、
義
と
は
何
か

を
追
求
し
続
け
、
実
践
し
て
い
ま
す
。
人

に
恩
を
売
ら
な
い
〝
至
誠
の
人
〟
方
谷
の

生
き
方
に
魅
せ
ら
れ
ま
す
。
現
代
の
よ
う

に
閉
塞
感
が
漂
い
、
出
口
が
見
え
な
い
時

代
に
は
、
方
谷
の
よ
う
に
真
に
信
頼
で
き

る
人
間
の
英
知
や
生
き
方
に
学
ぶ
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

【
一
番
伝
え
た
か
っ
た
点
】

方
谷
は
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
年

に
藩
政
改
革
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
安

政
２
年
（
１
８
５
５
）
の
時
点
で
、「
士

民
撫
育
の
三
急
務
策
」
を
上
申
し
実
行
に

移
し
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
す
。
三
つ
の

策
と
は
、
①
改
革
着
手
の
と
き
断
行
し
た

藩
士
の
減
俸
を
取
り
消
す
、
②
農
民
に
は

年
貢
を
軽
減
し
、
難
渋
村
に
は
救
済
策
を

講
じ
る
、
③
町
人
に
は
資
金
を
融
通
し
、

交
易
を
盛
ん
に
す
る
、
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
努
力
に
よ
り
藩
財
政
が
好

転
し
た
と
は
い
え
、
す
か
さ
ず
こ
の
よ
う

な
施
策
を
打
て
る
と
こ
ろ
に
方
谷
の
凄
さ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
改
革

の
目
的
が
、
領
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
ま
す
。
方
谷
は
こ
れ
ら
の
施
策
を
、「
至

誠
惻
怛
」（
誠
意
を
尽
く
し
人
を
思
い
や

る
心
）、「
士
民
撫
育
」（
す
べ
て
は
藩
士

や
領
民
の
た
め
）
と
い
う
自
身
の
哲
学
に

基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

事
を
成
す
に
は
確
た
る
哲
学
が
必
要
な
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

田
中
里
味
氏
（
パ
ネ
ラ
ー
）　

「
学
問
と
い
う
て
も
外
に
は
な
し　

こ

の
自
然
の
働
き
の
ま
ま
行
く
の
み
」「
鳶

飛
び
、
魚
躍
り
て
天
機
を
漏
ら
す　

這
裡

何
ぞ
隠
微
を
説
く
を
須
い
ん　

上
下
に
著

明
な
る
は
唯
一
気
の
み
」
方
谷
さ
ん
は
自

然
界
の
万
物
の
働
き
と
同
様
の
無
意
識

性
、
無
作
為
性
、
知
覚
感
応
の
自
然
さ
、

そ
の
調
和
的
秩
序
を
実
現
し
て
い
る
そ
の

姿
を
学
ぶ
こ
と
こ
そ
を
学
問
と
し
た
。
政

定期総会

▲ パ ネ ル デ ィ ス カ ッ
ションでコーデイネー
タを務める渡辺道夫氏

▲パネラーの田中、網本、加古の 3 氏（左から）
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治
家
と
し
て
、
財
政
家
と
し
て
い
か
な
る

業
績
を
上
げ
た
か
と
い
う
こ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
が
、
一
人
の
人
間
が
天
地
宇
宙

と
一
体
と
な
り
き
っ
た
と
き
、
そ
の
人
は

誠
の
人
間
に
な
り
得
た
と
い
え
る
。（
そ

う
な
る
工
夫
を
浩
然
の
気
を
養
う
と
い

う
。）
方
谷
さ
ん
は
こ
の
気
を
自
分
の
も

の
に
す
る
工
夫
、
誠
実
な
人
間
で
あ
ろ
う

と
す
る
意
志
と
努
力
を
最
後
ま
で
捨
て
な

い
で
生
き
ぬ
い
た
人
間
で
し
た
。
自
然
な

る
が
故
に
至
善
。
良
知
の
良
は
善
の
謂
に

あ
ら
ず
し
て
自
然
の
謂
な
り
。
ま
さ
に
自

然
に
従
い
、
自
然
と
共
に
を
生
き
た
誠
の

人
で
あ
っ
た
。

網
本
善
光
氏
（
パ
ネ
ラ
ー
）

【
山
田
方
谷
に
学
ぶ
こ
と
】

山
田
方
谷
に
は
、
学
者
・
政
治
家
・
教

育
者
と
い
う
、
い
く
つ
も
の
顔
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、「
倒
産
」
寸
前
で
あ
っ
た

備
中
松
山
藩
の
藩
政
改
革
を
行
っ
た
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
方
谷
の
活
動
の
基
礎
に
は
、
陽

明
学
の
裏
付
け
が
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
方
谷
は
、
陽
明

学
を
「
生
き
学
問
」
と
し
た
の
だ
、
と
。

現
代
の
私
た
ち
は
、
論
語
な
ど
を
思
想

の
書
と
し
て
学
び
ま
す
が
、
方
谷
に
は
、

政
治
や
経
済
、
そ
し
て
、
人
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
、
と
い
う
ま
さ
に
実
践
の
書
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
直
養
」
で
す
。

私
た
ち
に
元
々
備
わ
っ
た
自
然
の
働
き
に

従
う
こ
と
の
大
切
さ
。
そ
れ
は
、
漫
然
と

過
ご
す
こ
と
で
は
な
く
て
、「
直
（
ひ
た

す
ら
）」
励
む
こ
と
だ
、
と
方
谷
は
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

加
古
一
朗
氏
（
パ
ネ
ラ
ー
）

【
一
番
魅
力
的
な
と
こ
ろ
】

幕
末
維
新
期
の
動
乱
の
中
で
、
山
田
方

谷
は
志
を
立
て
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た

め
不
断
の
努
力
を
行
い
、
そ
れ
を
生
涯
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
人
物
で
あ
る
こ

と
。
そ
れ
で
い
て
、
他
者
に
対
し
て
は
限

り
な
い
優
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
門
人
三

島
中
洲
が
方
谷
を
評
し
て
「
毅
、
請
ふ
至

誠
惻
怛
（
し
せ
い
そ
く
だ
つ
）
の
四
字
を

以
っ
て
そ
の
晴
（
ひ
と
み
）
に
点
ぜ
ば
、

先
生
の
未
だ
亡
び
ざ
る
の
精
神
を
見
る
に

庶
幾
（
ち
か
）
か
ら
ん(

毅
は
求
め
る
。

ま
ご
こ
ろ
と
い
た
み
悲
し
む
心
の
文
字
を

そ
の
瞳
に
点
ず
れ
ば
、
方
谷
先
生
の
未
だ

に
絶
え
る
こ
と
の
な
い
精
神
を
見
る
に
ち

か
い
だ
ろ
う)

」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

日
本
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
希
な
混
沌
と

し
た
時
代
を
爽
快
な
春
風
の
よ
う
に
駆
け

抜
け
た
方
谷
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

【
一
番
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
】

山
田
方
谷
は
彼
が
生
き
た
同
時
代
に
ど

う
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
つ
め
直
し

て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
山
形
藩
主
水
野
家

に
仕
え
た
儒
学
者
塩
谷
宕
陰
（
し
お
の
や

と
う
い
ん
）
が
親
友
安
井
息
軒
（
や
す
い

そ
っ
け
ん
）
と
当
代
の
人
物
を
議
論
し
た

時
、
息
軒
は
水
戸
藩
の
藤
田
東
湖
を
推
し

た
の
に
対
し
、
宕
陰
は
方
谷
を
推
し
、「
方

谷
は
東
湖
の
人
物
に
学
問
を
加
へ
た
る

者
」
と
称
し
た
。
ま
た
、
会
津
藩
士
南
摩

綱
紀
は
「
百
姓
皆
山
田
の
生
祠
を
建
る
程

悦
服
す
」
と
記
し
て
い
る
。
方
谷
最
晩
年

の
門
人
村
上
作
夫
は
「
世
を
出
て
世
を
忘

れ
ず
、
世
に
あ
り
て
世
の
外
に
遊
ぶ
」
と

方
谷
を
評
し
た
。
お
そ
ら
く
方
谷
自
身
は

他
人
の
評
価
の
外
に
あ
っ
て「
気
の
哲
学
」

を
貫
き
通
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
方
谷
の

実
像
を
立
体
的
に
理
解
す
る
に
は
必
要
な

こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
方
谷
さ
ん
を
広
め
る
会
」

応
援
連
絡
会
が
発
足

去
る
三
月
八

日
、
岡
山
全
日

空
ホ
テ
ル
で

「
広
め
る
会
」

応
援
連
絡
会
が

県
内
の
財
界
、

文
化
関
係
者
ら

十
五
名
が
出
席

し
、発
足
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
に
向
け
た
運

動
を
支
援
す
る
。
記
念
講
演
会
と
立

食
の
交
流
会
に
は
約
二
百
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

世
話
人
の
一
人
で
県
建
築
士
会
長

の
藤
井
義
和
（
当
会
会
員
）
さ
ん
は

「
難
局
を
乗
り
越
え
た
方
谷
の
手
腕

に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。
偉
業
を
広

め
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
材
と
し
た

い
」
と
話
す
。
岡
山
歴
研
は
「
広
め

る
会
」
の
県
民
運
動
の
一
翼
を
担
っ

て
定
期
総
会
の
テ
ー
マ
と
し
た
。

▲

「
広
め
る
会
」
交
流

会
で
挨
拶
さ
れ
た
山
田

方
谷
６
代
目
子
孫
の
野

島
透
氏
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古代吉備探訪会は平成 13 年４月に発足し
ました。その契機は岡山市沢田の操山公園
里山センター主催のイベント “ 操山古墳めぐ
り ” でした。そのセンターでは、市民ボラン
ティアが操山の自然や史跡を活用する様々な
イベントを企画しています。古墳めぐりに参
加された方々は古代史に関心を持たれてお
り、操山以外の遺跡も探訪したいという要望
が強く、主宰者の上原をリーダーに本会を発
足させる運びとなりました。現在でも操山里
山センターのイベントを通じて当会へ参加さ
れる方々がいます。

発足後は岡山県内をメインに月 1 回のペー
スで遺跡・史跡・名勝探訪や季節の花巡り、
滝巡り、特産品の買物、各種イベントや講演
会への参加、忘年会など多岐に亘る内容で活
動を楽しんでいます。また春と秋にはバスツ
アーも企画し、県外（奈良や出雲等）への探
訪も実施しています。会員数は現在約 90 名
で、50 ～ 70 歳代の方が中心です。

当会のホームページは、例会写真集や巨樹
巨木探訪・磐座探訪の会のブログへのリンク
もされています。「古代吉備探訪会」で検索
すればヒットしますので是非ご覧下さい。会
には特に規約や入退会規定も無く自由参加で
すので、興味ある方はホームページの掲示板
へお書き込み下さい。

古代吉備国を語る会は、吉備地方の原始・
古代史の実態を、現地の遺跡と遺物からの再
検証に取り組み、「吉備史」の共通認識を、
市民サイドで普及に努めています。広く市民
一般とともに遺跡・遺物の見学会・公開勉強
会（語る会）・公開講演会等の活動を行い、
古代を主とした地域の歴史の提起と文化財の
価値の認識を図り、もって地域史研究と文化
財保護に資することを目的としています。こ
のため年６回以上の遺跡現地見学の例会と、
専門研究者を講師に招いての夏季特別講演会
を開催しています。これまでに、２５７回の
例会と２８回の講演会を行ってきました。

当会の設立は、４３年前に遡ります。当時
発生していた武道館建設事件（津島遺跡保存
運動）の陰で、研究者の認識の希薄であった
吉備の臍の一箇所である東高月遺跡群（現赤
磐市南西部）が県営団地の開発地（山陽団地）
となり、事態を憂慮した地域史の研究者が、
遺跡群の重要性と市民参画の地域史の学習の
必要性を訴えたことに、基づいています。

会の運営は、会則と会費による会員制を採
らず、一般市民の自由参加としていて、丼勘
定の体質となっています。「会員制にすれば、
役員が執行権を持って意図や意志を会員に強
制するようになり、市民の立場の活動にはそ
ぐわない」とした、設立時の市民団体として
の理念を今も固執しています。

遺跡探訪は何なのか
古代吉備国を語る会会長　出宮 徳尚（当会顧問）

古代吉備探訪会
古代吉備探訪会主宰　上原 道弘（当会顧問）

団

体

紹

介

▼

第
251
回
安
芸
国
東
部
特
別
例
会
の
一
齣

▲

松
尾
地
区
復
元
建
物
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岡
山
歴
史
研
究
会
の
設
立
総
会
は
平
成

22
年
の
秋
、
後
楽
園
の
鶴
鳴
館
で
挙
行
さ

れ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
3
月
、竹
本
氏（
天

野
氏
の
実
姉
）
の
仲
立
ち
で
全
国
歴
史
研

究
会
三
名
と
天
野
氏
、
山
本
氏
が
初
め
て

面
談
し
、
全
国
大
会
を
岡
山
で
開
催
す
る

話
が
持
ち
上
が
っ
た
。

そ
し
て
6
月
「
歴
史
を
楽
し
む
会
in
岡

山
（
32
名
参
加
）
を
企
画
。
鬼
ノ
城
を
取

り
上
げ
、
講
演
と
探
訪
を
実
施
し
た
。
そ

の
後
、
私
を
含
む
有
志
8
名
で
設
立
準
備

会
を
結
成
し
て
会
合
を
重
ね
、
や
っ
と
の

思
い
で
設
立
総
会
に
漕
ぎ
着
け
た
。

参
加
人
員
の
見
当
が
つ
か
な
い
中
、
会

場
の
設
定
、
記
念
講
演
の
テ
ー
マ
、
講
師

の
選
定
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
当
面

の
課
題
。
そ
の
頃
か
ら
す
で
に
一
年
後
の

全
国
大
会
を
岡
山
で
と
の
話
だ
っ
た
。
大

勢
の
県
外
者
を
迎
え
て
の
全
国
大
会
は
今

か
ら
準
備
し
て
も
大
変
な
こ
と
と
の
空

気
。
し
か
し
私
は
開
催
地
の
地
元
実
行
委

員
会
は
臨
時
的
受
け
皿
団
体
で
は
な
く
、

将
来
に
繋
ぎ
う
る
団
体
と
し
て
立
上
げ
、

そ
の
団
体
が
現
地
の
実
行
部
隊
に
な
る
べ

き
と
主
張
し
た
。
全
国
大
会
開
催
は
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
。議
論
も
出
尽
く
し
た
頃
、

中
心
人
物
の
天
野
氏
の
賛
同
も
得
て
私
の

主
張
、方
向
で
進
め
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

次
に
会
員
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
が

大
き
な
課
題
。
準
備
会
の
メ
ン
バ
ー
の
人

脈
に
は
限
り
が
あ
る
。
当
初
、
心
あ
る
仲

間
か
ら
は
岡
山
の
歴
史
的
風
土
で
は
多
く

あ
る
団
体
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
「
労
多
く
益

は
少
な
い
」
と
の
忠
告
も
受
け
た
。
岡
山

に
は
岡
大
を
中
心
に
考
古
学
研
究
会
な
る

学
術
団
体
が
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。
そ

れ
以
上
に
セ
ミ
プ
ロ
の
歴
史
家
を
自
認
す

る
活
動
団
体
も
多
い
。
歴
史
の
認
識
は
考

古
学
か
ら
民
俗
学
ま

で
幅
が
広
い
。
こ
れ

だ
け
多
士
済
々
の
皆

様
を
纏
め
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
そ

こ
で
、「
纏
め
よ
う

と
し
な
い
こ
と
」、「
専
門
家
と
一
般
人
と

の
繋
ぎ
役
に
徹
す
る
こ
と
」、「
既
存
の
各

専
門
分
野
の
活
動
を
尊
重
す
る
こ
と
」
と

の
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
人
達
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
活
動
家

に
設
立
発
起
人
に
な
っ
て
い
た
だ
く
案
が

頭
に
浮
か
ん
だ
。
設
立
発
起
人
の
筆
頭
に

柴
田
一
先
生
、
在
野
で
活
動
し
て
い
る
佐

藤
光
範
氏
や
野
崎
豊
氏
に
も
仲
間
に
入
っ

て
頂
い
た
。
設
立
発
起
人
は
顧
問
と
し
て

就
任
戴
き
こ
の
会
の
指
導
的
立
場
で
支
え

て
頂
く
こ
と
に
し
た
。

会
場
は
後
楽
園
の
鶴
鳴
館
。
和
室
で
あ

れ
ば
参
加
者
の
増
減
を
う
ま
く
調
整
で
き

る
。
費
用
も
格
安
で
眺
望
も
良
い
。
基
調

講
演
の
テ
ー
マ
「
後
楽
園
の
魅
力
」
と
も

合
致
す
る
。
講
師
は
臼
井
洋
輔
先
生
。
先

生
は
中
世
が
専
門
で
、
元
岡
山
県
立
美
術

館
副
館
長
。
司
会
は
稲
見
圭
紅
氏
に
、
私

の
エ
コ
研
仲
間
で
あ
り
気
持
ち
良
く
引
き

受
け
て
頂
い
た
。
天
野
氏
を
会
長
に
、
私

と
本
松
氏
が
副
会
長
、
天
野
氏
の
身
内
で

当
初
か
ら
関
わ
り
の
あ
る
山
本
氏
が
事
務

局
長
と
な
り
、
体
制
も
整
っ
た
。

会
員
１
９
１
名
の
予
想
外
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。

岡
山
歴
史
研
究
会
設
立
時
の
回
顧

副
会
長
　
山
崎 

泰
二

五
月
に
開
業
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
展
望
台
に
津
山
藩
お
抱
え
絵

師
・
鍬
形
蕙
斎
が
画
い
た
江
戸
時

代
（
１
８
０
９
年
制
作
）
の
鳥
瞰
図

「
江
戸
一
目
（
ひ
と
め
）
図
屏
風
」

の
複
製
が
展
示
さ
れ
話
題
に
な
っ
て

い
る
。
本
物
は
津
山
郷
土
博
物
館
に

所
蔵
（
岡
山
県
重
要
文
化
財
）
さ
れ

描
き
込
ま
れ
た
名
所
や
風
物
か
ら
特

定
で
き
る
地
名
が
５
４
０
カ
所
を
超

え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
館
で
は

江
戸
一
目
図
の
解
説
本
（
Ａ
５
判

１
２
７
㌻
千
円
）
を
千
部
出
版
し

た
。
又
、
鍬
形
蕙
斎
を
主
人
公
で
津

山
城
を
舞
台
に
し
た
小
説
「
隈
取
絵

師
」
が
第
三
回
朝
日
時
代
小
説
大
賞

に
選
ば
れ
、
朝
日
新
聞
出
版
か
ら
発

売
（
単
行
本
千
五
百
円
＋
税
）。
お

薦
め
の
本
で
あ
る
。
著
者
は
平
茂
寛

さ
ん（
55
）本
名
佐
藤
和
久
さ
ん（
当

会
会
員
＝
県
職
員
）
で
す
。

▲

第
７
回
設
立
準
備
会
（
２
０
１
０

年
10
月
４
日
、
一
宮
公
民
館
）

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー 

と
江
戸
一
目
図
屏
風
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探
訪
会
を
企
画
し
て 
井
上
秀
男
（
運
営
委
員
）

第
三
回
の
探
訪
会
は
倉
敷
、
児
島
方
面
の
史

蹟
め
ぐ
り
。
去
る
五
月
十
九
日
、
バ
ス
一
台
、

五
十
名
で
行
い
ま
し
た
。
史
蹟
の
下
見
や
資
料
作

り
で
、
近
く
に
貴
重
な
文
化
財
が
残
っ
て
い
る
の

に
驚
い
た
。
由
加
山
蓮
台
寺
の
客
殿
に
あ
る
円
山

応
挙
、
柴
田
義
薫
、
古
市
金
峨
等
の
日
本
画
。
石

造
美
術
で
は
総
願
寺
の
宝
塔
、
五
流
尊
瀧
院
の
後

鳥
羽
上
皇
の
宝
塔
、
藤

戸
寺
の
五
重
層
塔
な
ど

歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま

し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
一

つ
で
も
記
憶
に
残
れ
ば

と
念
じ
ま
し
た
。

●
お
く
や
み
●
当
会
顧
問
で
熊
山
遺
跡
調
査

研
究
会
副
会
長
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
金
光
久
子
さ

ん
（
六
五
歳
）
が
七
月
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
編
集
後
記
■
第
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

秋
に
は
〝
方
谷
さ
ん
に
学
ぼ
う
〟
と
新
見
・
真
庭
・

高
梁
と
足
跡
を
辿
る
探
訪
会
が
又
、
全
国
歴
史
研

究
会
主
催
の
全
国
大
会
奥
州
白
河
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
県
下
の
歴
史
関
連
団
体
調
査
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

発　

行　

岡
山
歴
史
研
究
会 

代　

表　

天
野
勝
昭 

編
集
長　

山
崎
泰
二 

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２ 

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
―
86
山
本
方 

電 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

第
三
回　

探
訪
会　

５
／
19

新
熊
野
神
社
、
由
加
山
、
藤
戸
寺
周
辺

http://b.okareki.net/

・  8/2（木） 
顧問・運営委員会議

・  10/4（木）  
運営委員会

・  10/13（土） 
山田方谷探訪会

・  10/19（金）～ 21（日） 
全国大会（白河市）

・  12/1（土）  
会報第五号発行

今後の予定 山
田
方
谷
の
足
跡
を
辿
る
バ
ス
旅
行
を
行
い
ま

す
。
新
見
市
大
佐
で
は
、
当
日
は
方
谷
さ
ん
が
大

佐
に
来
ら
れ
た
日
で
あ
り
、
当
会
の
企
画
に
合
わ

せ
イ
ベ
ン
ト
「
方
谷
ま
つ
り
」（
方
谷
さ
ん
を
広

め
る
新
見
の
会
主
催
）
を
開
催
し
歓
迎
し
て
く
れ

ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

十

月

十

三

日
（

土

）  

新
見
・
真
庭
・
高
梁
方
面

行
き
先　

新
見
市
大
佐
町
→
真
庭
市
北
房
→
高
梁

市
中
井
町
→
高
梁
市
街
地

実
施
日　

十
月
十
三
日
（
土
）
八
時
集
合

集
合
場
所　

岡
山
駅
西
口
バ
ス
駐
車
場

参
加
費　

三
千
五
百
円（
バ
ス
代
・
昼
食
代
等
含
む
）

案
内
人

  ・
鹿
島
正
道
氏
（
方
谷
記
念
館　

館
長
）

  ・
中
山
亘
氏
（
中
津
井
在
住
当
会
会
員
）

  ・
尾
崎
久
志
氏
（
中
井
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

  ・
児
玉
享
氏（
高
梁
方
谷
会
副
会
長　

当
会
会
員
）

奥
州
白
河
大
会
の
ご
案
内

時　

十
月
十
九
日
～
二
十
一
日

所　
福
島
県
白
河
市

第
一
日
目　

式
典
・
記
念
講
演
・

祝
宴

第
二
日
目　

見
学
会
①
白
河
関

跡
・
南
湖
公
園
・
白
河
小
峰
城

跡
を
探
訪
す
る

第
三
日
目　

見
学
会
②
戉
辰
戦
争

白
河
口
の
戦
い
の
史
跡
を
探
訪

す
る

今
回
の
全
国
大
会
は
全
国
歴
史

研
究
会
創
立
五
十
四
周
年
、
第
28

回
大
会
に
な
り
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
の
た
め
に
も
成
功

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

岡
山
か
ら
十
名
以
上
の
参
加
を

目
標
に
し
て
お
り
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
希
望
者
は
岡
山

歴
研
事
務
局
ま
で
申
込
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
会
が
発
足

【
五
島
列
島
ド
ン
ザ
の
会
】
五
月
十
七
日
、
十
二

名
で
発
足
し
た
。

『
日
本
国
家
の
起
源　

五
島
列
島
に
実
在
し
た
高

天
原
』（
松
野
尾
辰
五
郎
著
）
に
基
づ
き
勉
強

を
す
る
。

担
当（
野
崎
豊
氏
・
本
松
一
朗
氏
・
村
山
三
枝
子
氏
）

【
清
麻
呂
の
会
】
五
月
二
十
九
日
、
四
名
で
発
足

し
た
。

テ
ー
マ 

①
清
麻
呂
の
事
蹟 

②
条
里
制 

③
吉
備
国

の
条
里
制 

④
平
安
京
造
営
計
画
資
料
の
比
較

検
討
を
す
る
。

担
当
（
三
宅
宏
氏
・
丸
谷
憲
二
氏
）

開
催
日
（
毎
月
第
四
火
曜
日
）
午
後

場
所　
　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

新
た
に
グ
ル
ー
プ
会
を
発
足
し
た
い
方
は
事
務
局

に
申
出
く
だ
さ
い
。

東日本大震災 
復 興 支 援 
全 国 大 会

▲
五
流
尊
瀧
院
三
重
搭

お知らせ

第
四
回 

探
訪
会
山
田
方
谷
の
足
跡
を
辿
る
バ
ス
旅
行


